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１
 
武

庫
川

の
概

要
 

 

      

                              

                         

   

      

～
国
管
理
河
川
の
上
位
ク
ラ
ス
と
肩
を
並
べ
る
武
庫
川
～
 

0

2
0

4
0

6
0

8
0

10
0

12
0

14
0

16
0

荒 川
利 根 川

淀 川
大 和 川

木 曽 川

信 濃 川

多 摩 川

石 狩 川

庄 内 川

武 庫 川

鶴 見 川

阿 賀 野 川

天 竜 川

筑 後 川

北 上 川

想定氾濫区域内の一般資産額（兆円）

0

1
00

2
00

3
00

4
00

5
00

6
00

7
00

8
00

9
00

利 根 川

荒 川
淀 川

大 和 川

木 曽 川

信 濃 川

多 摩 川

石 狩 川

庄 内 川

武 庫 川

鶴 見 川

阿 賀 野 川

筑 後 川

天 竜 川

北 上 川

想定氾濫区域内の人口（万人）

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 
9
 

1
1
 
1
2
 1
3
 
1
4
 1
5
 

全
国

 
1
0
位
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

9
 

1
1
 1
2
 1
3
 
1
4
 1
5
 

全
国
 

1
0
位
 

8
 

想
定
氾
濫

区
域
内
人

口
 

想
定

氾
濫
区
域

内
資
産
 

武
庫
川
の
 

洪
水
時
の
水
位

 

１
 流

域
圏
の
諸
元
 

２
 想

定
氾
濫
区
域
内
の
人
口
・
資
産
ラ
ン
キ
ン
グ
 

３
 堤

防
に
よ
り
洪
水
氾
濫
を
防
ぐ
下
流
部
築
堤
区
間
 

～
ひ
と
た
び
堤
防
が
決
壊
す
る
と
被
害
は
甚
大
～
 

平
成

20
年
度
 第

8
回
河

川
現
況
調
査

※
よ
り
 

※
全

て
の
一
級
水
系
(
10
9
水
系

)及
び
主
要
な
二
級
水

系
(1
0
0
水
系
)を

対
象
に
、
全
国
統
一

の
デ
ー
タ
・
手
法
に

よ
り

調
査
・
集
計

し
た
結
果
。
 

想
定
氾
濫
区
域

内
人

口
・
資
産
の

上
位

15
水
系
の
う
ち
、
2
級

水
系
は
武
庫
川
の
み

。
 

 

三 木 市 

南
 

丹
 

市
 

下
流

部
築

堤
区

間
 

下
流

部
掘

込
区

間
 

中
流

部
 

上
流
部

 

河
口
 

仁
川
合
流
点

 

名
塩
川
合
流

点
 

羽
束
川
合
流

点
 

本
川
上
流
端

 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

法
定
河

川
 

甲
武
橋
(計

画
基
準

点
)
 

流
域
図
 

①
 流

域
圏
面
積
／
人
口
 
：
約

58
0
km

2 ／
約

1
4
0
万
人
 

（
流
域
圏
＝
集
水
域

50
0k
m
2
＋
流
域
外
の
想
定
氾
濫
区
域

80
km

2 ）
 

②
 本

川
延
長
 
 
 
 
 
：
約

66
k
m
 

③
 流

域
市
町
 
 
 
 
 
：
(兵

庫
県
)神

戸
市
、
尼
崎
市

、
西
宮
市
、
伊
丹
市
、
宝
塚
市
、
三
田
市
、
篠
山
市
 

(大
阪
府
)能

勢
町
 

④
想
定
氾
濫
区
域
内
人
口

：
約

10
7
万
人

※
 

⑤
想
定
氾
濫
区
域
内
資
産
：
約

17
.7

兆
円

※
 

※
平

成
2
0
年

度
 第

8
回
河
川

現
況
調
査
よ

り
 

標
高
 

阪
神
電
鉄

武
庫
川

駅
付
近
 

1
5
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２
 
河

道
対

策
の

概
要
 

 
          

                              

                                           

①
仁
川
合
流
点
よ
り
下
流
部
は
、
堤
防
に
よ
り
洪
水
氾
濫
を
防
ぐ
築
堤
区
間
 

→
ひ
と
た
び
堤
防
が
決
壊
す
る
と
、
甚
大
な
被
害
が
発
生

※
 

 ②
昭
和

62
年
よ
り
進
め
て
き
た
河
川
改
修
事
業
の
目
標
流
量

2,
60
0m

3
/s
(甲

武
橋
下
流
)を

超
え
る

規
模
の
洪
水

2,
90
0
m3
/
s
が
平
成

16
年
に
発
生

 
 ③
築
堤
区
間
の
中
で
も
特
に
流
下
能
力
の
低
い
区
間
（
南
武
橋
～
J
R
東
海
道
線
橋
梁
下
流
）
の
安
全

性
向
上
は
喫
緊
の
課
題

 
 ④
喫
緊
の
課
題
に
対
応
で
き
、
早
期
に
整
備
効
果
が
発
揮
で
き
る
対
策
の
１
つ
と
し
て
「
河
床
掘
削
」

が
必
要
 

※
 
武
庫

川
の
想

定
氾
濫
区

域
内
の
人

口
は
約

1
0
0
万
人
（
国

管
理
河

川
を
含
め

て
全
国

1
0
位

）
 

（
平
成

2
0
年
度

 第
8
回
河
川

現
況
調
査

よ
り

）
 

 
▽

H
W

L
 

 
 23

6
m 

1
5
7m

 

河
口
か
ら

2
.3
k
m
 

 

▽
H

W
L

 

2
1
2
m
 

 
1
1
1
m
 

河
口
か
ら

3
.0
k
m
 

 
▽

H
W

L
 

 

9
3m

 

2
3
1
m
 

河
口
か
ら

4
.0
k
m
 

①
河
道
掘
削
の
範
囲
 ・

・
・
河
口
～
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
橋
梁
下
流
 

戦
後
最
大
洪
水
で
あ
る
昭
和

36
年

6
月

27
日
洪
水
を
流
域
対
策
と
洪
水
調
節
施
設
で
調
節
し
た

後
に
河
道
を
流
れ
る
流
量

3,
20
0
m3
/
s
(
甲
武
橋
地
点
)
に
対
し
て
流
下
能
力
が
不
足
す
る
区
間
(
南

武
橋
～
JR

東
海
道
線
橋
梁
下
流
)の

安
全
性
向
上
を
図
る
。
 

 ②
河
道
掘
削
の
方
法
・
・
・
河
床
掘
削
、
低
水
路
拡
幅
、
高
水
敷
掘
削
 

 
 河

床
掘
削
 
：
国
道

4
3
号
橋
梁
の
基
礎
が
河
床
か
ら
突
出
し
な
い
深
さ
ま
で
掘
削
 

 
低
水
路
拡
幅
：
左
岸
高
水
敷
下
に
埋
設
し
て
い
る
流
域
下
水
道
管
渠
に
影
響
し
な
い
箇
所
で
実
施
 

 
高
水
敷
掘
削
：
河
床
掘
削
と
低
水
路
拡
幅
を
実
施
し
た
上
で
戦
後
最
大
洪
水
流
量
を
安
全
に
流
下

さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
部
分
を
掘
削
 

 ③
横
断
構
造
物

の
取
扱
い
 

橋
梁
：
補
強
又
は
改
築
の
方
法
に
つ
い
て
橋
梁
管
理
者
と
協
議
調
整
を
図
る
。
 

 
潮
止
堰
及
び
床
止
工
：
周
辺
の
地
下
水
の
利
用
状
況
や
河
床
の
安
定
性
を
勘
案
し
、
適
切
に
対
応
 

す
る
こ
と
を
前
提
に
撤
去
 

3
.0
k
m
 

2
.3
k
m
 

4
.0
k
m
 

国
道

43
号
橋
梁
 

1
号
床
止
 

2
号
床
止
 

塩
止
堰
 

国
道

2
号
橋
梁
 

3
号
床
止
 

JR
東
海
道
橋
梁
 

南
武
橋
 

阪
神
電
鉄
橋
梁
 

阪
神
高
速
神
戸
線
 

旧
国
道
 

高
水
敷
を
最
大
 

限
掘
削
し
た
場
合
 

掘
削
部

 

１
 河

道
掘
削
の
必
要
性
 

武
庫
川

下
流
部

の
現
況
流

下
能
力
図

 

計
画

高
水

位

築
堤

区
間

の
流

下
能

力
計

算
水

位

計
画

高
水

位

河
道

満
杯

掘
込

区
間

の
流

下
能

力
計

算
水

位

0

1
0
0
0

2
0
0
0

3
0
0
0

4
0
0
0

5
0
0
0

6
0
0
0

7
0
0
0

8
0
0
0

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

11
1
2

1
3

1
4

1
5

16
17

18

距
離

標
（k

m
）

（
ｍ

3
/
s）

甲 武 橋
山 陽 新 幹 線

国 道 ４ ３ 号

阪 神 高 速

阪 神 電 鉄

J R 東 海 線

名 神 高 速

阪 急 神 戸 線

甲 武 橋
山 陽 新 幹 線

国 道 ４ ３ 号

阪 神 高 速

阪 神 電 鉄

J R 東 海 線

名 神 高 速

阪 急 神 戸 線

阪
神

電
鉄

甲
武

橋

仁
川

天
王

寺
川

J
R
東

海
道

線

阪
急

神
戸
線

武
庫

川
新

橋

一
後

川

新
宝

来
橋

南
武

橋国
道

4
3号

阪
神
高

速

阪
神

ガ
ス
管

武
庫

川
橋

国
道
2
号

山
手
幹

線

名
神
高

速
道

路

上
武

庫
橋

新
幹
線

宝
塚

新
大

橋
阪

急
今

津
線

宝
塚

大
橋

水
管

橋

生
瀬

大
橋

名
塩
道

路

J
R
福

知
山
線

神
戸

市
水

管
橋

中
国

道

西
宝

橋
水
管

橋

森
興

橋

築
堤

区
間

堀
込

区
間

築
堤
区
間
航
空
写
真

名 神 高 速 道 路

名
塩

川

上 武 庫 橋

山 陽 新 幹 線

仁 川

６ 号 床 止

５ 号 床 止

４ 号 床 止

阪 急 神 戸 線

山 手 幹 線

J R 東 海 道 線

３ 号 床 止

国 道 ２ 号２ 号 床 止

１ 号 床 止

阪 神 ガ ス 管

阪 神 電 鉄

潮 止 堰

武 庫 川 橋

阪 神 高 速

国 道 　 号4
3

南 武 橋

甲 武 橋

3
,
2
0
0
m
3
/
s

2
,
5
0
0
m
3
/
s

昭
和

6
2
年

か
ら

実
施

し
て

い
る
河

川
改

修
事

業
の

河
道

分
担

流
量

戦
後

最
大

洪
水

を
、

流
域

対
策

と
洪

水
調

節
施

設
で

調
節

し
た

後
に

河
道

を
流

れ
る

流
量

計
画

高
水

位
ま

で
水

位
が

き
た
場

合
の

現
況

流
下
能

力
河
道

満
杯

ま
で

水
位

が
き

た
場

合
の
現

況
流
下

能
力

戦
後

最
大

洪
水

に
対

し
て

流
下
能

力
が

不
足

す
る
箇

所

平
成

1
6
年

台
風

23
号

 

推
定

流
量

2,
90
0
m3

/s
 

河
道

対
策

実
施
区

間
 

２
 河

道
対
策
の
概
要
 

平
面

図
 

横
断
図
 

掘
削
部

 

高
水
敷
を
最
大
 

限
掘
削
し
た
場
合
 

掘
削
部
 

高
水
敷
を
最
大
 

限
掘
削
し
た
場
合
 

低
水
路
拡
幅
 

河
床
掘
削

 
高
水
敷
掘
削
 

河
床
掘
削

 
高
水
敷
掘
削
 

低
水
路
拡
幅
 

河
床
掘
削

 

河
道
掘

削
の
範

囲
（
5
km
）
 

1
6
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３
 
河

道
対

策
の

安
全

性
検

討
 

     
 
 

     

※
河
道
掘

削
の
安
全
性

検
討
は
、

下
流
築

堤
部
の
流

下
能
力
を
出

来
る
限
り

向
上
さ

せ
た
「
高

水
敷
最
大
掘

削
案
」
（
河

床
掘
削

と
低
水

路
拡
幅
を

可
能

な
限
り
実
施
し
、
更
に
高
水
敷
に
つ
い

て
は
基
本
方
針

レ
ベ
ル
の
掘

削
を

行
っ
た
も
の

）
に

つ
い
て
検
討
し
、
安
全
性

を
確
認

し
た
。

 

            
 

 

                                          

評
価

項
目
 

検
討
内
容

 

Ａ
 

国
道

4
3
号
橋

梁
の

安
全
性
 

(基
礎
土
被
り

が
無
い

上
、
橋
脚

が
４
基
連

続
し
て

複
雑
な
洪

水
流
と

な
る
)
 

水
理

模
型
実
験

 

Ｂ
 

長
期
的
な

河
床
の

安
定
性
 

１
次

元
河
床
変

動
計
算

 

Ｃ
 

湾
曲
部

な
ど
の
局

所
的
な

河
床
低
下

 
２
次

元
河
床
変

動
計
算

 

Ｄ
 

河
床
掘

削
後
の
河

床
の
地
質

 

(
河

床
掘

削
に

よ
っ

て
河

床
材

料
が

細
粒

化
す

る
と

急
激

な
河

床
低

下
を
招

く
恐
れ
が

あ
る
)
 

河
床

ボ
ー
リ
ン

グ
調

査
 

Ｅ
 

高
水
敷

掘
削
が
堤

防
の
強
度

に
及
ぼ

す
影
響
 

堤
防

の
浸
透
流

解
析
 

Ｆ
 

潮
止

堰
や

床
止

工
を

撤
去

し
、

河
床

掘
削

し
た

場
合

の
地

下
水

位
の

低
下
、

周
辺
井
戸

水
へ
の

塩
水
混
入

の
影
響
 

塩
水

遡
上
計
算

(鉛
直

2
次
元

) 

地
下

水
流
動
計

算
(
3
次
元
)
 

①
流
下
能
力
ネ
ッ
ク
部
の
早
期
解
消
を
図
る
た
め
、
橋
脚
補
強
を
併
用
し
、
ま
た
堰
・
床
止
工
の
撤
去
 

も
視
野
に
入
れ
た
河
道
掘
削

を
行
う
。

 
 ②
こ
の
対
策
は
、
密
集
市
街
地
を
流
れ
る
築
堤
区
間
で
実
施
す
る
た
め
、
河
道
掘
削
の
安
全
性
を
確
認

し
た
。

 

 

三 木 市 

南
 

丹
 

市
 

河
口

 仁
川
合
流
点

 

名
塩
川
合
流

点
 

羽
束
川
合
流

点
 

●
 

●
 

●
 

●
 

甲
武

橋
(
計

画
基
準

点
)
 

河
床

掘
削

の
範

囲
 

J
R
東

海
道

線
 

１
次

元
河

床
変

動
計

算
の

計
算

範
囲

 
（

河
口

～
川

下
川

合
流

点
：

2
6
k
m
）

 

２
次

元
河

床
変

動
計

算
の

計
算

範
囲

 
（

河
口

～
J
R
東

海
道

線
：

5
k
m
）

 

水
理

模
型

実
験

の
実

験
範

囲
 

（
南
武

橋
上
流

～
旧
国

道
下

流
：
0.
9k

m）
 

上
流
端
か
ら

の
供
給

土
砂
量
 

１
次

元
河

床
変

動
計

算
で

も
と

ま
る

通
過
土
砂

量
※
を
与

条
件
と

し
て
適
用

 

※
2
次
元
河

床
変
動

計
算
の
場

合
は

 

JR
東
海

道
線
地

点
、
模
型
実
験
の
場

合
は
旧
国

道
地
点

の
通
過
土
砂

量
 

2
次

元
河
床

変
動
計

算
 
概
念

図
 

１
次

元
河
床

変
動
計

算
 
概
念

図
 

水
理

模
型
実

験
 
写

真
 

土
砂

の
受
け
渡

し
(１

次
元
→
２

次
元
、
水
理

模
型

)
 

河
道
掘

削
の
安

全
性
検
討

項
目
 

河
床

変
動
に

係
わ
る
検

討
の
全

体
ス
キ
ー

ム
（

河
道
掘
削

の
安
全

性
検
討
項

目
①
～

③
）
 

湾
曲
部

 

阪
神

電
設
 

阪
神

高
速
 

国
道

43
号
 

検
討
の
趣
旨
 

1
7
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Ａ
 
水

理
模

型
実

験
 

 

 

            

※
１
洪
水
中
に

2.
9
k
m
地
点
(模

型
上
流
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を
通
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す
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床

変
動
計
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土
砂

量
(ウ

ォ
ッ
シ
ュ
ロ
ー

ド
除
く
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縮
尺
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5
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範
囲

 
南
武
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よ
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2
0
0
m
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流
～
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国
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下
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.
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地
点
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.
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k
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点
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現
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ス
ケ
ー

ル
9
0
0
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）
 

川
幅
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現
地

ス
ケ
ー

ル
2
0
0
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）
 

粒
径

 

0.
4
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の
石

炭
粉

＊
）
（

現
地
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平
均
粒

径
4
.
5
m
m
の

砂
(国

道
4
3
号
橋
梁

付
近
)
）
 

*
)
現
地

4
.
5
m
m
の

砂
を

1
/
5
0
に

縮
小
す

る
と

0
.
0
9
m
m
と
な
る
が

、
比

重
は
そ

の
ま
ま
で

粒
径
だ
け

を
極

端
に

小
さ
く
す

る
と
、
実

際
の
河

川
の
砂

と
は
異
な

る
動
き
を

す
る
。
一
般
に

模
型
の
粒

径
が

0
.
6
m
m

よ
り

小
さ
く
な

る
場
合

は
、
軽
量

骨
材
(
石
炭
粉

等
)
を
用
い
て

、
実
際
の

砂
の
挙

動
と
相
似

さ
せ
る

。
 

⇒
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地
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径
)
×
1
/
5
0
(
模
型

縮
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.
6
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/
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と
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台
風

2
3
号
直

後
の
河
床

高
の
再
現

 

②
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①
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③
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③
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計
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②
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床
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最
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認
実

験
 

3
,
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0
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/
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朔
望

平
均

満
潮

位
(
O.
P
.
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.
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を
下

流
端

水
位

と
し
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計
算
し
た

河
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か
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2
k
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地
点
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よ
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流
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河
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河
床
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績
)

通
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後
平

均
河

床
高
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型

)

①
数
値
計
算
で
は
把
握
す
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こ
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が
で
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な
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橋
脚
周
辺
の
局
所
洗
掘
を
模
型
実
験
で
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認
す
る
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②
対
象
と
す
る

橋
梁
は
、
橋
脚
が
４
基
連
続
し
て
い
る
た
め
複
雑
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流
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な
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上
に
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河
床
掘
削

に
よ
っ
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脚
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土
被
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な
る
国
道

43
号
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梁
と
す
る
。
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推
定

流
量
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河
道
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担

流
量
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流
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対
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節
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に
河
道
を
流
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る
流
量
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基
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針
の
河
道
分
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流
量
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性
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対
し
て
も
安
全

確
認
を
し
た
 

0

5
00

1
0
00

1
5
00

2
0
00

2
5
00

3
0
00

3
5
00

0
5

10
1
5

2
0

現
地

時
間

（
ｈ
）

現地流量（ｍ3/Ｓ）

-
7
.0

-
6
.0

-
5
.0

-
4
.0

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

現地洗堀深（ｍ）

模
型
範
囲

9
0
0
m
 

J
R
東

海
道
線

 
潮

止
堰

 

国
道

4
3
号

 
阪

神
高

速
 

(
神
戸

線
)
 

潮
止
堰

 
阪

神
電

鉄
 

通
水

後
の
模
型

写
真
 

洗
掘

 

埋
戻
し

 

平
均
河
床

高
 

±
3
0c
m
で
再
現
（
模
型
で
±
6
m
m
）
 

流
量

 

橋
脚
前
面

の
河

床
高
 

国
道

4
3
号
橋

脚
基
礎
前

面
の
局
所

洗
掘
 

１
 検

討
目
的
 

２
 実

験
条
件
 

(
1
)
模
型
諸

元
 

(
2
)
実
験

ケ
ー
ス

 

(3
)実

験
の
境

界
条
件
 

④
模

型
実
験

の
範
囲
 

3
号
床
止

 

国
道

2
号

 

1
号
床

止
 

旧
国

道
 ｶ
ﾞ
ｽ
管
橋

 

阪
神
電

鉄
 

潮
止

堰
 

2
号

床
止
 

阪
神
高

速
 

国
道

4
3
号

 
南

武
橋

 

(
上

流
側

)
阪

神
高

速
 

(
下

流
側

)
国

道
4
3
号

 

河
道
掘

削
範
囲
(
河
口

～
J
R
東

海
道
線

下
流
)
 

３
 実

験
結
果
 

①
検
証
実

験
（
平
成

1
6
年
台
風

2
3
号

洪
水
後

の
河
床
高

の
再
現
：

甲
武
橋

地
点
流
量

2
,
9
0
0
m
3
/s
）

 

洗
掘

 

1
8

< 65 >


